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行
財
政
改
革
の
推
進�

　
町
の
財
政
は
、
長
期
債
務
の
償

還
負
担
状
況
を
示
す
「
実
質
公
債

費
比
率
」
が
、
２
３
・
８
％
、
長

期
債
務
の
残
高
を
示
す
「
地
方
債

現
在
高
比
率
」
は
３
６
９
・
５
％
、

加
え
て
飯
南
病
院
会
計
の
資
金
不

足
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で

す
。
財
政
状
況
が
こ
の
ま
ま
推
移

す
る
と
、
再
生
法
制
度
に
基
づ
き
、

起
債
発
行
の
制
限
や
住
民
負
担
の

増
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。 �

　
一
層
の
行
財
政
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
「
実
質
公
債
費
比
率
」
や

「
地
方
債
現
在
高
比
率
」
の
低
減

と
病
院
会
計
の
資
金
不
足
額
の
解

消
を
、
早
期
に
実
施
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。�

�（
株
）琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク�

　
経
営
改
善
対
策
と
し
て
の
「
株

式
の
減
資
」
に
つ
い
て
は
、
臨
時

株
主
総
会
で
決
議
さ
れ
、
資
本
金

を
10
分
の
１
に
す
る
減
資
が
実
行

さ
れ
ま
し
た
。 �

　
再
生
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
庁
内
検
討
会
議
と
し
て
の
報

告
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
関
係

各
方
面
と
協
議
し
ま
す
。�

�

職
員
の
給
与
の
削
減�

　
町
長
15
％
、
助
役
・
教
育
長
10

％
、
職
員
は
３
％
か
ら
10
％
の
削

減
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
議
会

議
員
も
引
続
き
削
減
を
さ
れ
ま
す
。 �

�

未
収
金
対
策�

　
滞
納
対
策
本
部
と
関
係
課
が
連

携
し
て
努
力
し
て
お
り
、
確
実
に

効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。�

　
19
年
度
は
さ
ら
に
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
県
と
町
で
税
務
職
員

の
相
互
併
任
を
行
い
、
個
人
住
民

税
を
中
心
に
滞
納
整
理
を
共
同
し

て
行
い
ま
す
。�

�

災
害
復
旧
対
策�

　
18
年
度
分
と
し
て
、
約
17
億
円

を
施
工
予
定
で
、
順
次
発
注
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

������

生
命
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

　
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
を
核
と
し

た
「
田
舎
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
薬
草
木
栽
培
の
推
進
と
産
業
化
」

「
ク
マ
ザ
サ
エ
キ
ス
を
利
用
し
た

新
商
品
の
開
発
」
な
ど
、
逐
次
事

業
展
開
を
図
り
ま
す
。 �

�

農
林
業
の
振
興
対
策�

　
多
角
的
に
米
づ
く
り
を
考
え
て

い
く
た
め
に
「
飯
南
町
米
づ
く
り

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。�

　
「
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策

事
業
」
は
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
維
持

管
理
、
地
域
資
源
や
環
境
保
全
美

化
活
動
な
ど
、
総
合
的
に
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
全

自
治
区
で
取
り
組
み
が
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。�

　
集
落
営
農
組
織
等
の
経
営
基
盤

強
化
に
向
け
、
施
設
園
芸
野
菜
に

加
え
、
果
樹
栽
培
な
ど
も
視
野
に

入
れ
た
営
農
を
研
究
し
ま
す
。 �

�

畜
産
振
興�

　
今
年
10
月
に
第
９
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
が
、
鳥
取
県
米
子
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
町
か
ら
最
終
会
場
へ
出
品
で
き

る
よ
う
、最
大
限
の
努
力
を
飼
育
者
・

関
係
機
関
と
と
も
に
行
い
ま
す
。 �

�

商
工
業
振
興�

　
４
月
１
日
に
、
商
工
会
合
併
に

よ
り
「
飯
南
町
商
工
会
」
が
発
足

し
ま
す
。�

　
町
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

職
員
人
件
費
の
助
成
や
街
路
灯
電

気
料
、
維
持
管
理
費
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。�

������

町
の
誇
り
づ
く
り
事
業
「
わ
が
町

は
美
し
く
」�

　
『
美
し
い
歴
史
的
風
土
準
１
０

０
選
』
に
選
ば
れ
た
「
琴
引
山
麓

の
里
山
地
域
」「
赤
名
宿
と
銀
山
街

道
」
な
ど
、
歴
史
的
遺
産
と
景
観

を
皆
で
大
切
に
保
存
継
承
し
、
活

力
あ
る
美
し
い
地
域
社
会
の
実
現

に
役
立
て
ま
す
。 �

　
「
農
地
・
水
・
環
境
向
上
対
策

事
業
」
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
里

山
の
景
観
・
環
境
の
維
持
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 �

���

定
住
推
進
対
策�

　
町
内
の
様
々
な
機
関
や
団
体
に

よ
る
「
飯
南
町
定
住
推
進
会
議
」

を
設
置
し
ま
す
。
個
別
対
策
と
し

て
、
住
宅
の
確
保
、
就
業
対
策
、

産
業
体
験
や
高
度
技
術
取
得
、
新

規
創
業
な
ど
へ
の
支
援
、
子
育
て

支
援
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。�

　
定
住
対
策
を
、
町
の
活
性
化
や

集
落
の
維
持
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。�

��

���

簡
易
水
道
・
下
水
道
整
備�

　
頓
原
地
域
の
簡
易
水
道
区
域
拡

張
事
業
を
、
引
き
続
き
進
め
ま
す
。�

　
公
共
下
水
道
は
、
舗
装
復
旧
工

事
を
行
い
、
頓
原
浄
化
セ
ン
タ
ー

は
、
２
池
目
の
工
事
を
継
続
し
ま

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
は
、

引
き
続
き
町
設
置
型
の
整
備
を
進

め
ま
す
。 �

�

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
国
民

保
護
計
画
の
策
定�

　
「
飯
南
町
地
域
防
災
計
画
」
「
飯

南
町
国
民
保
護
計
画
」
を
元
に
作

成
し
た
『
家
庭
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

を
各
戸
に
配
布
し
、
総
合
避
難
訓

練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 �

����

保
健
医
療
福
祉
の
推
進�

　
病
院
機
能
の
あ
り
方
や
保
健
や

福
祉
の
関
わ
り
方
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
を
検
討

し
、
町
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。 �

�

病
院
事
業�

　
昨
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
診
療

報
酬
の
引
き
下
げ
は
、
診
療
収
入�

の
大
幅
な
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
内
科
医
師
の
１
名
減
に

と
も
な
う
外
来
・
入
院
診
療
収
益

の
減
収
も
、
病
院
経
営
に
影
響
し

て
い
ま
す
。 �

　
病
院
経
営
の
実
態
や
地
域
医
療

の
拠
点
機
関
と
し
て
の
あ
り
方
等

を
検
討
、
実
効
あ
る
「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
、
病
院
経
営

の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 �

�

医
師
確
保�

　
県
内
の
医
師
確
保
状
況
か
ら
、

飯
南
病
院
の
体
制
は
現
状
の
４
名

体
制
と
な
る
見
込
み
で
す
。�

　
整
形
外
科
外
来
、
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
19
年
度
も
公
立
雲

南
総
合
病
院
か
ら
医
師
を
派
遣
い

た
だ
き
ま
す
。 �

�

高
齢
者
福
祉
の
推
進�

　
４
月
か
ら
、
新
規
に
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
が
２
ヵ
所

開
設
さ
れ
る
ほ
か
、
認
知
症
対
応

型
施
設
が
１
ヵ
所
新
設
さ
れ
、
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
連
携
に
努
め
ら
れ
、
地
域

福
祉
の
充
実
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。 �

�

介
護
保
険�

　
９
月
を
目
途
に
特
定
健
康
診
査�

等
実
施
計
画
を
策
定
し
、
医
療
保

険
制
度
の
改
正
に
対
応
し
た
健
康

診
査
や
保
健
指
導
の
体
制
を
整
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

����

学
校
教
育
の
充
実�

　
国
・
県
で
実
施
さ
れ
る
学
力
調

査
な
ど
を
参
考
に
、
教
育
水
準
の

確
保
、
向
上
に
努
め
ま
す
。 �

　
中
高
一
貫
教
育
を
引
き
続
き
推

進
し
、
小
中
高
の
12
年
間
を
見
通

し
た
小
中
高
一
貫
教
育
、
保
育
所

か
ら
高
校
ま
で
が
連
携
し
た
子
育

て
や
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
協

議
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。 �

�

飯
南
高
校�

　
県
立
高
校
の
再
編
計
画
に
つ
い

て
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

飯
南
高
校
は
「
地
域
に
欠
か
せ
な

い
学
校
」
で
あ
り
、
「
飯
南
高
校

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
21
」
の
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
同
校
の
存

続
、
発
展
に
努
め
ま
す
。�

�

生
涯
学
習
の
推
進�

　
公
民
館
の
役
割
を
、
地
域
で
の

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
明

確
に
し
ま
す
。�

　
学
習
を
通
じ
た
意
識
、
意
欲
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
、
連�

帯
感
の
醸
成
、
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進
を
図

り
ま
す
。�

�

社
会
体
育
の
振
興�

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
頓
原
野
球

場
の
照
明
施
設
の
修
繕
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
を
は
じ
め
、
赤
名
山

村
広
場
や
町
民
プ
ー
ル
な
ど
の
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。 �

����

協
働
へ
の
事
業
の
取
り
組
み�

　「
ま
ち
づ
く
り
町
民
大
学
」
を

引
き
続
き
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
を
持
つ
人
、
行
政
に
関
心

を
持
つ
人
を
増
や
す
な
ど
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。 �

　
「
住
民
提
案
型
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
認
定
し
た
７
事
業
の
取
り

組
み
の
成
果
が
、
地
域
活
性
化
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に

結
び
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、

19
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。 �

�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
仕
組
み
づ

く
り�

　「
飯
南
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」

に
定
め
る
施
策
の
方
向
ご
と
に
具

体
的
な
指
標
を
設
定
し
、
実
施
計

画
を
策
定
し
ま
す
。�

飯
南
町
長   

山
碕
英
樹�

1234



平成17年度策定した中期財政計画に従って、人件費・物件費の節減、普通建設事業の限度額設定など
により行財政健全化を目指します。�
歳出中、公債費（借入金の返済）が約4分の1を占め、これが財政硬直化の大きな要因となっており、こ
れを減少させることが大きな課題となっています。�

歳入のうち、町税や使用料など自前で調達できる財源（自主財源）は、14.7％と少なく、歳入のほと
んどを地方交付税、国県支出金など（依存財源）に頼っています。�
しかし、歳入の53.9％を占める地方交付税は、三位一体の改革等により増加が見込めない状況で
す。このため、歳入不足を補てんするため、基金を取り崩すこととしています。�

収益的収入�
および支出�

資本的収入�
および支出�

昨年までの公共下水道事業
会計、農業集落排水事業会
計､合併処理浄化槽事業会
計は、今年度から一つとなり、
下水道事業会計となります。
引き続いて、公共下水道の
整備や合併浄化槽の設置な
どを行います。�

　自治振興組織等の活動支援�
　地域交流の促進　　　�
　生命地域創造プロジェクト�
　志津見ダム周辺環境整備�
　美しい町づくりの推進�
�

　福祉活動の推進�
　養護老人ホーム入所措置�
　老人福祉対策の推進�
　地域包括支援センター運営�
　障害者福祉対策の推進�
　乳幼児医療給付の拡充�
　児童手当の拡充　�
　保育サービスの充実�
�

　感染症・疾病の予防など�
　乳幼児健診等子育て支援�
　飯南病院の運営支援�
�

�
　中山間直接支払事業�
　新規農業就業者の支援�
　受精卵移植事業�
　全国和牛能力共進会出品対策�
　造林事業の実施�
　森林整備地域活動交付金�
　作業路の開設　�
　角井地区県営圃場整備�
　地籍調査事業の促進�
☆農地・水・農村環境保全事業�
�

　商工会活動運営の支援�
　�

　町道の除雪対策�
　町道新市赤名線の整備�
　町道塚原和田線の整備�
　町道花栗張戸線の整備�
　町道灰屋線の整備�
☆除雪機械の整備�
�

　島根県消防操法大会等への参加�
�

　中高一貫教育の推進など�
　飯南高校への支援�
　英語指導助手の配置�
　小学校教育の充実　�
　中学校教育の充実　�
　公民館活動の充実�
　埋蔵文化財の発掘調査�
☆頓原球場の改修�
�

☆新規事業�

入院・外来など医療提供・体制整備の充実を図ります。�

�
 1,085万円�

…………… 1,754万円�
… 678万円�
… 2,500万円�

……… 128万円�
�
�

…………… 4,074万円�
… 6,319万円�

……… 5,756万円�
 3,083万円�

… 1億2,712万円�
……… 546万円�

…………… 3,340万円�
…… 1億8,850万円�

�
�

… 4,734万円�
…… 396万円�

… 2億3,208万円�

�
… 1億4,092万円�
……… 210万円�

……………… 165万円�
129万円�

…………… 6,111万円�
… 3,493万円�

………………… 400万円�
……… 588万円�
……… 6,725万円�

1,778万円�
�
�

…… 1,960万円�
�
�

…………… 3,460万円�
… 1億285万円�
…… 3,001万円�
…… 5,002万円�

………… 2,001万円�
…………… 2,200万円�

�
�

358万円�
�
�
�

……………… 764万円�
……… 1,003万円�
………… 9,525万円�
………… 6,571万円�
………… 1,970万円�
……… 388万円�

…………… 2,086万円�
�
�



　
３
月
31
日
付
で
、藤
原
弘

助
役
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
藤
原
助
役
は
、平
成
17
年

４
月
に
飯
南
町
助
役
と
し

て
就
任
、県
で
の
豊
富
な
行

政
経
験
を
生
か
し
て
、飯
南

町
の
行
財
政
改
革
推
進
や
、

総
合
振
興
計
画
の
樹
立
等
、

町
の
行
政
推
進
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
飯
南
町
監
査
委
員
に
、４
月
１
日

付
で
内
藤
眞
一
さ
ん
（
頓
原
・・
敷
波
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間

で
す
。�

　
島
根
県
政
策
推
進
課
地
域

振
興
室
に
所
属
の
西
さ
ん
は
、

今
年
度
か
ら
役
場
赤
名
庁
舎

に
駐
在
さ
れ
ま
す
。�

　
町
の
政
策
推
進
課
で「
生
命
産
業
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」、特
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
推
進
、薬
草
木

の
取
り
組
み
を
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
４
月
１
日
付
で
、次
の
３
人
を

新
規
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。�

　
３
月
31
日
付
で
、次
の
方
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。�

　
４
月
１
日
付
で
、田
部
五
月
さ
ん（
頓
原
・・

敷
波
）が
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
旧
頓
原
町
で
総
務
課
長
、助
役
と
し
て
培

わ
れ
た
行
政
経
験
を
生
か
し
、町
長
の
補
佐

役
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

〈
４
月
１
日
付
〉　�

〔
　
〕兼
任
・
派
遣
　（
　
）旧
任�

�

●
町
長
か
ら
委
任
を
受
け
た
事
務
に
つ
い
て
は
、

町
長
と
同
様
の
権
限
を
も
ち
ま
す
。�

�

●
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、「
会
計
管
理
者
」

　
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。�

　
会
計
管
理
者
は
、出
納
室
長
を
兼
務
し
ま
す
。�

�

●
総
務
課
出
納
担
当
お
よ
び
企
画
情
報
担
当
を

　
総
務
課
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
出
納
室
」

　「
企
画
情
報
室
」
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。�

�

頓原地域の自治区を次のとおり再編しました。�

自治区 自治会 組

お問い合わせ先 ● 自治振興課頓原担当　TEL72-0311



●
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
の
観
覧

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
の
観
覧

　
券
　
券
（
半
券
）

（
半
券
）
も
し
く
は

も
し
く
は「
博
「
博
・
博
連
博
連

　
携
優
待
券
」

　
携
優
待
券
」を
提
示
し
て
く
だ

を
提
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
さ
い
。飯
南
町
民
俗
資
料
館
で

飯
南
町
民
俗
資
料
館
で

　
記
念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
す

　
記
念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。�

●「
博
「
博
・
博
連
携
優
待
券
」

博
連
携
優
待
券
」は
、
は
、古
代
古
代

　
出
雲
歴
史
博
物
館
に
備
え
付
け

　
出
雲
歴
史
博
物
館
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

の
チ
ラ
シ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　「
空
き
缶
等
散
在
性
ご
み
の
収
集

活
動
」
は
、町
の
誇
り
づ
く
り
事
業

「
わ
が
町
は
美
し
く
」
の
一
貫
と

し
て
、昨
年
度
か
ら
町
全
体
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
多
く
の

方
が
参
加
さ
れ
、町
全
体
の
美
化
活

動
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
早
朝
か
ら
地
域
ご
と
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
、火
バ
サ
ミ
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
手
に
、無
雑
作
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻

な
ど
を
、次
々
と
拾
っ
て
歩
き
ま
し

た
。�

　
皆
さ
ん
は
、少
し
ず
つ
地
域
が
き

れ
い
に
な
る
こ
と
に
、充
実
感
を
持

た
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、「
ま

る
で
ご
み
箱
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
」
と
、落
ち
て
い
る
ご
み
を

見
て
憤
り
を
感
じ
て
い
る
方
も
い

ま
し
た
。�

●
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
の
観
覧

　
券
（
半
券
）
も
し
く
は「
博
・
博
連

　
携
優
待
券
」を
提
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。飯
南
町
民
俗
資
料
館
で

　
記
念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。�

●「
博
・
博
連
携
優
待
券
」は
、古
代

　
出
雲
歴
史
博
物
館
に
備
え
付
け

の
チ
ラ
シ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
島
根
県
で
は
、お
互
い
を
尊
重

し
協
力
し
合
っ
て
、積
極
的
に
地

域
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ご

夫
婦
を「
し
ま
ね
ナ
イ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
」と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
選
定
に
、奥
野
又
督
さ
ん
、佳

代
子
さ
ん
ご
夫
婦（
下
来
島
）が
選
ば

れ
ま
し
た
。�

　
奥
野
さ
ん
ご
夫

婦
は
、町
内
で
捕
獲

さ
れ
る
「
い
の
し
し
」
を
、独
創

的
な
ア
イ
デ
ア
で
特
産
品
と
し
て

販
売
し
、地
域
の
意
欲
を
生
み
出

す
原
動
力
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。�

　
お
二
人
が
所
属
す
る
「
グ
ラ
ン

デ
ィ
ア
赤
名
峠
」
で
は
、い
の
し

し
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
や
棒
状
ハ

ン
バ
ー
グ
、コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
次
々

と
作
ら
れ
、私
た
ち
の
持
つ
「
い

の
し
し
肉
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
一

新
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

●
飯
南
町
民
俗
資
料
館
入
館
の
押

　
印
の
あ
る「
博
・
博
連
携
優
待
券
」

　
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
常
設

　
展
２
割
引
、企
画
展
１
割
引
の

　
優
待
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

●「
博
・
博
連
携
優
待
券
」は
、飯
南

　
町
民
俗
資
料
館
に
備
え
付
け
の

チ
ラ
シ
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。�

優
待
券
ご
利
用
上
の
注
意�

島根県立古代出雲歴史博物館  http://www.izm.ed.jp

◎
１
枚
に
つ
き
、お
一
人
様
、

　
１
施
設
に
限
り
有
効
で
す
。

◎
他
の
割
引
と
の
併
用
は
で

　
き
ま
せ
ん
。　

優
待
券
ご
利
用
上
の
注
意�

◎
１
枚
に
つ
き
、
お
一
人
様

　
の
み
有
効
で
す
。

◎
他
の
割
引
と
の
併
用
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で
、飯
南
町
民

俗
資
料
館
と
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
で
は
「
相
互
優
待
制
度
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
期
間
中
に
飯
南
町
民
俗
資
料
館
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
、古
代
出

雲
歴
史
博
物
館
の
入
場
料
が
割
引
に
な
る
な
ど
、お
得
な
優
待
制
度

を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

詳しくは右記ホームページをご覧ください�

4
11

4
1

4
6

　
近
年
、子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪

が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

飯
南
町
で
は
、子
ど
も
を
守
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

町
内
の
建
設
業
協
会
や
消
防
団
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
う

し
た
活
動
を
継
続
し
て
実

施
し
、関
係
機
関
が
連
携
を
深

め
る
た
め
に
、飯
南
町
青
少
年
健

全
育
成
会
議
が
主
体
と
な
っ
て「
飯

南
町
子
ど
も
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
青
パ
ト
）」
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
「
み

せ
ん
」
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

隊
長
の
渡
部
國
雄
さ
ん（
八
神
・・
川
東
）

が
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。

各
団
体
が
連
携
を
密
に
し
て
、安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。�

　
さ
つ
き
保
育
所
の
マ
ス
コ
ッ
ト

配
布
は
、同
保
育
所
に
通
う
子
ど

も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、

保
護
会
の
「
白
鳥
ク
ラ
ブ
事
業
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。�

　
数
日
前
か
ら
、
交

通
安
全
に
関
す
る
願
い
を
込
め
た

マ
ス
コ
ッ
ト
を
親
子
で
作
り
、さ

つ
き
会
館
前
を
通
過
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
布
し
ま
し
た
。�

　「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
、か
わ

い
い
声
で
呼
び
か
け
る
児
童
の
姿

に
、ド
ラ
イ
バ
ー
も
笑
顔
で
答
え

て
い
ま
し
た
。�

　
志
都
の
里
や
ま
め
の
渓
が
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、釣
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、主
に
地
域
の
親
子

連
れ
が
参
加
し
、魚
が
釣
れ
る
た

び
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
や
ま
め
の
渓
で
は
、８
月
31
日

ま
で
渓
流
つ
り
・
つ
り
堀
が
楽
し

め
ま
す
。
詳
し
く
は
指
定
管
理
者

の
（有）
志
都
の
里
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。�

■
お
問
い
合
せ
先�

　（
有
）志
都
の
里�

　
TEL
７
３
・
０
０
８
８�

相互優

待制度は
、古

代出雲歴
史博物

館と島根
県内のミ

ュージア
ムの間で

も実施さ
れてい

ます。�
�



至 三次市三次市

　
今
年
は
大
変
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

　
今
年
は
大
変
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

４
月
に
入
っ
て
急
に
雪
が
降
っ
た
り
と
、

４
月
に
入
っ
て
急
に
雪
が
降
っ
た
り
と
、気
ま
気
ま

ぐ
れ
な
天
気
が
続
き
ま
し
た

ぐ
れ
な
天
気
が
続
き
ま
し
た
。�

 

し
か
し
、

し
か
し
、「
県
民
の
森
」

「
県
民
の
森
」に
も
や
っ
と
春
が
訪

に
も
や
っ
と
春
が
訪

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。県
民
の
森
は
、

県
民
の
森
は
、今
年
も
４
月

今
年
も
４
月
20
日
に
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 
�

�

���������

■
昨
年
の
町
民
体
育
大
会
で
優
勝

　
長
谷
の
住
民
は
、比
較
的
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
年
齢
構
成
に
な
っ
て

お
り
、各
世
帯
が
協
力
し
合
っ
て
、

活
発
に
地
域
活
動
へ
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。�

　
地
域
の
一
体
感
が
あ
り
、昨
年
の

町
民
体
育
大
会
で
は
、地
区
が
一
丸

と
な
っ
て
見
事
に
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。�

　
今
後
も
、交
流
事
業
や
季
節
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
予

定
で
す
。�

■
い
き
い
き
長
谷�

�

サ
ロ
ン
や
県
道
の

草
刈
り
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。�

　
18
年
度
の
住
民
提

案
型
事
業
に
採
用
さ
れ
、

現
在
は
山
野
草
園
の

開
設
に
む
け
て
、
研

修
や
視
察
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

�

■
三
城
営
農
組
合�

　
地
区
内
の
全
農
家
と
、地
区
に

農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
家
で
構

成
し
て
い
る
集
落
営
農
組
織
で
す
。

農
業
用
機
械
と
格
納
庫
を
所
有
し

て
い
ま
す
。�

　
農
作
業
の
受
託
と
共
同
作
業
に

よ
り
、地
域
の
農
業
の
中
核
的
組

織
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

■
長
谷
な
か
よ
し
市
場�

　
地
元
産
の
野
菜
や
、自
慢
の
自

家
製
漬
物
が
並
ん
で
お
り
、大
変

好
評
で
す
。ぜ
ひ
一
度
、お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。�

　
※
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日�

■
各
種
団
体
も
活
発
に
活
動�

　
地
区
に
は
様
々
な
団
体
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。�

・
と
ん
ど
祭
り（
青
年
部
）�

・
異
世
代
交
流
活
動（
福
祉
会
等
）�

・
公
民
館
清
掃（
老
人
会
、自
治
会
）�

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

　
頓
原
か
ら
県
道（
頓
原
八
神
線
）
を

八
神
方
面
に
し
ば
ら
く
進
ん
で
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、左
手
に
青

空
市
場「
長
谷
な
か
よ
し
市
場
」が

現
れ
ま
す
。私
た
ち
の
住
む
長
谷

地
区
は
、そ
こ
か
ら
続
く
長
い
谷

間
に
沿
っ
て
広
が
る
地
域
で
す
。�

　
地
区
に
は
、城
山
・
城
南
・
城
東

の
３
つ
の
地
名
が
あ
り
、昔
は
地

区
の
中
心
に
城
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。�

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
４
月

29
日
と
５
月
３
日
に
は
「
飯
南
町

森
の
案
内
人
」
を
講
師
に 

迎
え
、

最
初
の
ふ
れ
あ
い
講
座
『
山
菜
教

室
』
を
開
催
し
ま
す
。 �

　
ま
た
、５
月
３
日
〜
５
日
に
は

オ
ー
プ
ン
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

午
前
・
午
後
の
２
回
、森
の
遊
び
や

簡
単
な
木
工
を
行
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
申
込
み
不
要
で
参
加
で
き
ま

す
。 �

��

　�

�

　
今
年
の
ぼ
た
ん
ま
つ
り
は
、

　
今
年
の
ぼ
た
ん
ま
つ
り
は
、ぼ

た
ん
園
の
隣
に
完
成
し
た
親
水
公

た
ん
園
の
隣
に
完
成
し
た
親
水
公

園
が
メ
イ
ン
会
場
で
す

園
が
メ
イ
ン
会
場
で
す
。�

　
ぼ
た
ん
園
と
イ
ベ
ン
ト
会
場
が

　
ぼ
た
ん
園
と
イ
ベ
ン
ト
会
場
が

近
く
な
り
、

近
く
な
り
、よ
り
一
体
感
の
あ
る

よ
り
一
体
感
の
あ
る「
ぼ
「
ぼ

た
ん
ま
つ
り
」

た
ん
ま
つ
り
」を
予
定
し
て
い
ま

を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

■

　�

　
５
月
３
日

　
５
月
３
日（
木
）

（
木
）〜
６
日

〜
６
日（
日
）

（
日
）�

※
メ
イ
ン
日
は
６
日

※
メ
イ
ン
日
は
６
日�

■　
赤
名
観
光
ぼ
た
ん
園
周
辺

　
赤
名
観
光
ぼ
た
ん
園
周
辺�

�

　
自
然
観
察
指
導
員
に
よ
る
草
木

の
紹
介
や
、大
万
木
山
に
ち
な
ん

だ
昔
話
等
を
聞
き
な
が
ら
、楽
し

く
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。�

　
新
緑
の
緑
に
囲
ま
れ
て
雄
々
し

く
そ
び
え
立
つ
ブ
ナ
林
の
中
で
、

森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。�

■　
５
月
20
日（
日
）　
９
時
〜�

■

　
位
出
谷
駐
車
場�

■

　
１
２
０
人
程
度�

■

　
無
　
料�

■　
弁
当
・
水
筒
・
筆
記
用
具
・
雨
具
・

　
双
眼
鏡
な
ど�

■　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
締
切
日
　
５
月
15
日（
火
）�

■

�

自
治
振
興
課
頓
原
地
区
担
当�

　
℡
７
２
・
０
３
１
１�

　
　
７
２
・
１
０
５
６�

お
尻
の
幅
よ
り
５

cm
く
ら
い
余
裕
が
あ
る
も
の
を
目

安
に
し
て
く
だ
さ
い
。�背

も
た
れ
に

お
尻
を
つ
け
て
座
っ
て
、膝
の
後
ろ

が
２
〜
５
cm
出
る
く
ら
い
に
し
て

く
だ
さ
い
。�

膝
を
曲
げ
て
、足

台
に
足
が
し
っ
か
り
つ
く
高
さ
に

し
て
く
だ
さ
い
。足
こ
ぎ
を
さ
れ
る

方
は
、
床
に
足
が

し
っ
か
り
つ
く
高

さ
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

肘
を
無
理
な
く
曲

げ
て
載
せ
ら
れ
る

高
さ
に
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

　
最
近
は
、部
品
を
組
み
合
わ
せ
て

体
に
あ
っ
た
サ
イ
ズ
に
調
節
で
き

る「
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
車
椅
子
」も
数

多
く
出
て
い
ま
す
。必
要
に
応
じ
て

使
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、車
イ
ス
の
シ
ー
ト
は
薄
い

布
で
出
来
て
い
る
場
合
が
多
く
、大

抵
座
り
心
地
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。�

　
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
な
い
車
イ
ス
に

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
パ
イ
プ
イ
ス

に
長
時
間
座
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の

な
の
で
す
。�

　
車
イ
ス
に
関
す

る
こ
と
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。�

　
本
年
３
月
23
日
に
、飯
南
町
と

共
同
申
請
し
て
い
た
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 �

　
県
内
で
も
数
少
な
い
ブ
ナ
の
原

生
林
が
あ
る
指
谷
山
・
大
万
木
山
・

毛
無
山
に
は
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。 �

　
県
民
の
森
は
こ
れ
か
ら
冬
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
身
近
で
素
晴
ら
し
い

自
然
の
残
る
県
民
の
森
に
お
い
で

い
た
だ
き
楽
し
み
、ま
た
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 �

�

�

　
県
民
の
森
研
修
館�

　
TEL
・
FAX
　
７
６
・
３
１
１
９�

184

54

54

至 三次市

角井
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獅子
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下来島

花栗

都加賀

奥畑

上区

敷波佐見

野萱

上来島

赤名

下赤名

上赤名

谷

寺沢 町区

小田真木
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今
年
の
ぼ
た
ん
ま
つ
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は
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た
ん
園
の
隣
に
完
成
し
た
親
水
公

園
が
メ
イ
ン
会
場
で
す
。�

　
ぼ
た
ん
園
と
イ
ベ
ン
ト
会
場
が

近
く
な
り
、よ
り
一
体
感
の
あ
る
「
ぼ

た
ん
ま
つ
り
」を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

■

　�

　
５
月
３
日（
木
）〜
６
日（
日
）�

※
メ
イ
ン
日
は
６
日�

■　
赤
名
観
光
ぼ
た
ん
園
周
辺�

■　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
や
ま
め

　
つ
か
み
取
り
・
デ
ジ
カ
メ
フ
ォ

　
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど�

■　
自
治
振
興
課
赤
名
地
区
担
当�

　
℡
７
６
・
２
２
１
２�

　
今
年
は
大
変
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

４
月
に
入
っ
て
急
に
雪
が
降
っ
た
り
と
、気
ま

ぐ
れ
な
天
気
が
続
き
ま
し
た
。�

 

し
か
し
、「
県
民
の
森
」に
も
や
っ
と
春
が
訪

れ
ま
し
た
。県
民
の
森
は
、今
年
も
４
月
20
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 
�

�

モジュール型車椅子の一例モジュール型車椅子の一例モジュール型車椅子の一例






